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【工程】
荒川緑地
・ラグビー場、運動広場、ランニングコース等
・自由広場

荒川（水辺・水際）
・水辺の眺望・風景（山並み）
・自然環境、歴史・文化 1 ( 渡し）

堤防
・堤防利用（散歩・休憩・自然学習・桜祭り・花火大会等）

まちの課題等
・まちの課題

終了

熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 概要

【日時】 令和6年5月28日（火）

13 ：30～14 ：00

※雨天時は文化センター文化会館で実施

【目的】 現状、利用状況、魅力や課題、ニーズの共有
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 １

休憩・交流・スポーツ利用

花火大会の観覧

救 急 用 ヘ リ ポ ー ト 、 避 難 訓 練

ラグビー場
自由広場

【視察場所】 荒川緑地（ラグビー場等高水敷）

スタート ゴール

【視察項目】
確認事項項目

・ラグビー場1面、運動広場4面、ソフトボール場9面
・自由広場、いきいき広場、ランニングコース（1周3ｋｍ）

現地状況
(高水敷)

・スポーツ利用：ラグビー利用（練習・予選・大会）、運動部の部活、
地元スポーツチームの練習利用（ARUKASU（熊谷）、熊谷リリーズ等）

・健康、休憩、交流利用：ランニングやサイクリング、散歩等
・イベント利用：花火大会（観覧スペース、屋台）

ラグビーワールドカップ2019準々決勝パブリックビューイング
・教育利用：小学校の郊外学習（持久走大会）等
・緊急・防災利用：消防救急ヘリポート、広域避難場所(地震時)、防災訓練

利用状況

・広いオープンスペース、スポーツ文化（熊谷ラグビー発祥地）
・緑地や憩い空間（芝生広場、堤防法面の緑）

魅力

課題：暑さ対策、一般利用やペット利用とスポーツ利用の共存、アクセス不便
ニーズ：散歩コースの魅力の充実（遊歩道、東屋、トイレ）、バーベキュー利用、

イベント利用の推進（キッチンカー誘致、電源、トイレ、釣り堀）
バリアフリー（休憩施設）、ユニバーサルデザインのスポーツ環境
子供の遊び場の充実（遊ぶ空間、イベント広場、水遊び場）

意見等

ラ グ ビ ー 利 用 （ 練 習 ・ 予 選 ・ 大 会 ）
熊 谷 ラ グ ビ ー の 発 祥 の 地

スポーツ利用 健康・休憩・交流利用 健康・休憩・交流利用

校 外 学 習 利 用

（ 持 久 走 大 会 ）

散 歩 利 用

ランニングコース

自由広場

花 火 大 会 の 観 覧 利 用 の 様 子
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 １

【 ご意見 （ 地域課題 ） 】

【 ご意見 （ かわまちづくり ） 】
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ２

眺望・風景 防災

自然環境

ゴール

水 辺 の 眺 望 （ 近 い ）

水 位 観 測 所 （ 防 災 利 用 ）

風 景 （ 秩 父 連 山 の 山 並 み ）

【視察２ 荒川（水辺・水際） 】

荒 川 上 下 流 の 自 然 資 源 を つ な ぐ 回 廊

スタート ゴール

２ 確認事項項目

・荒川（水辺・水際）、自然環境、荒川大橋現地状況

・スポーツ・アウトドア利用：釣り、SUP（リバーレースイベント等）
・健康、休憩、交流利用：荒川大橋下で休憩利用

利用状況

・荒川の水辺と山並みの眺望・風景、水辺に近い（涼、癒しや憩い空間）
・自然環境、荒川大橋下の日陰（涼）
・荒川に関わる歴史文化（熊谷の暮らしの関わり、治水、利水）

魅力

課題：安全に利用できる親水空間、施設の不足、自然環境の保全
ニーズ：親水空間の魅力と安全対策の充実、子供の川遊びができる環境の充実

水辺の自然環境の保全（礫河原、水際の樹林の保全（コアジサシの生息域）
水辺の魅力の充実（夏場の涼、釣り、ユニバーサルデザイン）

意見等

【視察項目】

荒川大橋下から上流方向

低 水 路 の 可 岸 に 茂 る 植 生

礫 河 原 と 野 鳥 の 飛 来
礫 河 原 ： コ ア ジ サ シ 、 イ カ ル チ
ド リ （ 鳥 類 ） 、 カ ワ ラ バ ッ タ

( 昆 虫 ) 、 カ ワ ラ ヨ モ ギ ( 植 物 )

礫 底 の 瀬 ： ア ユ ・ ウ グ イ が 生 息

礫 底 の 淵 ： コ イ 等 の 大 型 の 魚 類

コ ア ジ サ シ

カ ワ ラ ヨ モ ギ
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参考資料 荒川の自然環境と保全と利用のあり方

出典：荒川の自然環境

・荒川は秩父山地の甲武信ヶ岳を源とし東京湾まで流れる河川です。

・計画地は荒川の扇状地（扇端部）に位置し、豊富な水と肥沃な大地により、自然環境が形成され

ています。

・上流から下流までの様々な河川環境に応じた生物が生息・生育しており、計画地には、中流部の

砂礫河原特有の生物が生息・生育しています。

・荒川の連続する広大な河川空間は、こうした上下流の多様な自然を繋ぐ回廊としての役割を担っ

ています。

・計画地の上流には、県内でも有数の野鳥の渡来地となっている「野鳥の森」があります。

・

熊谷市荒川の自然環境

計画エリア77KP付近

（レキ底の瀬：アユ、ウグイ、オイカワ等、淵：コイ等の大型魚類）

(レキ河原：コアジサシ、イカルチドリ類（鳥類）、

カワラバッタ等（昆虫）、カワラヨモギ（河原植物）が生育）

計画エリア

野鳥の森

計画エリア
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参考資料 荒川の歴史文化 渡し
熊谷市荒川の歴史・文化（物流・渡し）

・江戸時代から明治にかけて、熊谷と対岸の村岡村、
を結ぶ「村岡の渡し」、久下と対岸の大里村を結
ぶ「久下の渡し」がありました。

・明治42年(1909)に荒川大橋が完成するまで、熊谷宿と対岸
の村岡村を結ぶ「村岡の渡し」がありました。

・現在の荒川大橋の下に舟の発着場があったとされています
（熊谷市ウェブサイトより）。

・渡船は廃止されましたが、吉岡小学校の保管庫に馬船(馬を
運ぶ船)1艘と歩行船(人を運ぶ船)2艘が保管されています。

（市指定文化財）

村岡の渡し

久下の渡し

・昭和30年(1955)に旧久下橋（冠水橋）が完成するま
で久下と対岸の大里村を結ぶ「久下の渡し」があり
ました。

村 岡 の 渡 し 船

荒 川 大 橋

荒 川 大 橋 改 修 工 事

久 下 橋

旧 久 下 橋 （ 冠 水 橋 ）

久 下 の 渡 し ・ 冠 水 橋 の 碑

出 典 ： 国 土 交 通 省 ウ ェ ブ サ イ ト

出 典 ： 国 土 交 通 省 ウ ェ ブ サ イ ト

出 典 ： 熊 谷 市 ウ ェ ブ サ イ ト

出 典 ： 熊 谷 市 ウ ェ ブ サ イ ト
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ２

A：かわまちづくり計画の考え方等
B：安全、安心に暮らせるまちづくり
C：快適で暮らしやすいまち（暑さ対策、住境保全）
D：環境に優しく自然に優しいまち
E：活気と賑わいのある魅力的なまち
F：子供、高齢者、障がい者の誰もが暮らしやすいまち
G：市民の健康づくり推進
H：スポーツの魅力や文化の発信
I：子育て支援の環境づくり
J：維持管理、運営、官民連携による管理
K：地域の文化、歴史の継承
L：その他
※赤字は留意事項、懸念点

【 ご意見 （ 地域課題 ） 】

【 ご意見 （ かわまちづくり ） 】
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ３

ゴール

散歩・交流・サイクリング

堤 防 上 道 路 散 歩 ・ 自 転 車 利 用

【視察３ 堤防利用】

スタート ゴール

３

【視察項目】

確認事項項目

・堤防道路、堤防・桜堤、いきいき広場、階段（高低差4ｍ程度）、坂路（急勾配）現地状況

・健康づくり利用：散歩、ランニングやサイクリング等
・イベント利用：花火大会（観覧スペース）、スポーツ観戦、桜祭り
・教育利用：小学校の郊外学習（自然学習）等

利用状況

・荒川と山並みによって創り出される風景
・桜堤（日本さくら名所100選（日本さくらの会）

魅力

課題：河川空間へのバリアフリーなアクセス、イベント時の坂路の通行の安全確保
イベント時の雑踏事故防止、イベント時のゴミ対策、自然環境の保全
自転車対歩行者の安全対策

ニーズ：ユニバーサルデザインの観覧環境の充実、階段式護岸（観覧席利用）
散歩やランニングコース、サイクリングの魅力の充実と情報発信
スポーツによる交流拡大、桜堤の保全と継承
新市民体育館等との一体的整備

意見等

桜祭り・花火大会等

花 火 大 会 の 法 面 利 用 状 況
桜 祭 り の 様 子
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ３

眺望・風景

風 景 （ 秩 父 連 山 の 山 並 み ）

自然学習

河 川 空 間 内 の 緑 と 自 然 学 習 利 用 （ イ メ ー ジ ）

バ リ ア フ リ ー な ア ク セ ス を

損 ね る 階 段 、 急 勾 配 斜 路

市 民 体 育 館 前 （ 堤 内 地 側 ）

バ リ ア フ リ ー な ア ク セ ス を

損 ね る 階 段

市 民 体 育 館 前 （ 堤 外 側 ）

桜 木 小 学 校 前 の 坂 路

（ 堤 内 側 ）

桜 木 小 学 校 前 の 坂 路

（ 堤 外 側 ）

自由広場 堤防法面 いきいき広場

（ 高 低 差 4 ｍ 程 度 ）

（ 高 低 差 4 ｍ 程 度

急 勾 配 1 5 ％ 程 度 ）
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ３

【 ご意見 （ 地域課題 ） 】

【 ご意見 （ かわまちづくり ） 】

堤 防 上 道 路

坂 路 ( 街 側 ）

坂 路 ( 川 側 ）

※ 坂 路 は

バ リ ア フ リ ー 未 対 応
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ４

【視察４ 歴史文化２（治水・舟運・中山道）

まちづくりの方針、まちの課題】

スタート ゴール

【視察項目】

確認事項項目

・県北最大の交通拠点熊谷駅から5分の立地条件
・都市拠点、スポーツ文化健康拠点、荒川は水辺の軸に該当。
・災害リスク（荒川想定最大規模で浸水深さ0.85ｍ家屋倒壊等氾濫区域に該当）
・新市民体育館、荒川公園再整備の新たな交流拠点整備の計画→一体的整備の契機

現地状況

歴史文化
・熊谷の発展・暮らしを支えてきた川 荒川
・荒川と中山道が熊谷（まち）の発展を支えてきた物流の歴史（江戸との舟運）
・浮世絵に描かれている中山道中の御狩屋の賑わい

（来訪者との交流の場）

魅力

課題：人口減少、少子高齢化→都市拠点の魅力向上、子育て環境充実
災害リスク→必要な防災対策（堤防整備）、地域防災力（自助、公助）の充実
自動車需要増加への交通影響の懸念→ 駅近の立地条件を活かした、ウォーカブ
ルなまちづくり（賑わい創出・自動車利用の適正化）が必要

ニーズ：ユニバーサルデザインのスポーツ環境つくり、水辺およおび高水敷の自然環境
の保全。水辺に親しむ空間づくり、河川敷地内の魅力、休憩拠点の充実
子育て世代が滞在しやすい空間づくり等

検討の視点に係る意見：関連事業との連携、熊谷の荒川ならではの魅力の創出
当事者目線、利用者目線の計画づくり
まちづくりへの効果の波及、地域活性化と住環境保全の両立
自然や風景を活かした空間づくり、官民連携による河川管理
スポーツ文化を活かす計画、ユニバーサルデザインのスポーツ環境の充実

意見等
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ４

まちの課題（人口減少・土地利用（空き家等の状況））

駅周辺の人口増減の状況
出 典 ： 熊 谷 市 立 地 適 正 化 計 画 （ 令 和 4 年 3 月 ）

熊 谷 駅

駅周辺の低未利用地の状況
出 典 ： 熊 谷 市 都 市 計 画 基 本 方 針 等 策 定 基 礎 調 査 （ R 2 . 3 ）

熊 谷 駅

空き家の状況
出 典 ： 熊 谷 市 都 市 計 画 基 本 方 針 等 策 定 基 礎 調 査 （ R 2 . 3 ）

熊 谷 駅

・駅周辺の人口増減の状況（2015～2045年人口増減 率）より、市全

体で人口が減少し、都市拠点である熊谷駅周辺においても10～30％

減少することが見込まれています。

・低未利用地の状況、空き家の状況（R2.3市調査）より、熊谷駅南口

および中心市街地において、近年は小規模な低未利用地や空き家が

目立つようになっているため、魅力や賑わいの向上を図る取組が求

められています。

参考） まちの課題 人口減少・土地利用
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まちの課題（災害リスク））

・洪水ハザードマップでは、荒川が氾濫した場合に浸水被害

（（浸水深0.85ｍ 家屋倒壊等氾濫区域（想定最大規模））の

発生が見込まれるエリアとなっています。

・計画地の堤防は暫定形状で未完成であるため、今後、洪水に

対し安全な施設として完成堤防としての整備（拡幅、嵩上

げ）が必要となっています。

・気候変動の深刻化、高齢化や単身世帯の増加、地域コミュニ

ティの希薄化に対応し、想定を超える災害への備えの充実、

流域治水の取組推進、自助や共助の意識向上が必要となって

います。

・荒川緑地は、地域の消防救急活動（ヘリポート）に利用され

ているほか、地震による大きな火災が発生した場合などの大

規模な避難にに適した広域避難場所に指定されています。

荒川洪水浸水想定区域図 （ 想定最大規模 ）
出 典 ： h t t p s : / / p l a t e a u v i e w . m l i t . g o . j p /

参考） まちの課題 災害リスク
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道路状況（歩道、幅員、交通事故）

熊 谷 市 役 所

桜 木
小 学 校 万 平 公 園

星 渓 園

至 村 岡

至 ス ポ ー ツ 文 化 公 園

至

行

田

市

至 深 谷 市

凡

例

国 道

県 道

市 道 等 ( 歩 道 あ り ） 市 道 等 ( 歩 道 な し ）

市 道 等 ( 歩 道 あ り 片 側 ）

熊 谷 南
小 学 校

熊 谷 東
小 学 校

全 車 2 4 ｈ 交 通 量 ：
大 型 車 混 入 率 ：

2 9 . 4 4 5 台 / 日
1 1 . 7 ％

⽂

1 4 . 8 0 3 台 / 日
1 1 . 7 ％

2 0 . 6 8 4 台 / 日
7 . 7 ％

負 傷 交 通 事 故

⽂

⽂

ス ポ ー ツ 文 化 ・ 健 康 の 連 携 軸

都 市 機 能 誘 導 区 域

居 住 誘 導 区 域

⽤途地域

用 途 地 域 ： 国 土 数 値 情 報 令 和 元 年 デ ー タ
都 市 機 能 誘 導 区 域 ・ 居 住 誘 導 区 域 ： 熊 谷 市 立 地 適 正 化 計 画 令 和 4 年

ベ ー ス 地 図 ： 国 土 地 理 院 基 盤 地 図 情 報

出 典
交 通 量 : 令 和 3 年 度 一 般 交 通 量 調 査 結 果
事 故 デ ー タ ： 埼 玉 県 警 察 事 件 事 故 発 生 マ ッ プ （ 全 事 故 2 0 2 1 ～ 2 0 2 4 . 2 ）

参考） まちの課題 交通課題

熊 谷 駅 南 口 交 差 点
（ 荒 川 公 園 方 向 ）

ア ン ダ ー パ ス
（ 市 役 所 方 向 ）

桜 祭 り

イ ベ ン ト 時 の 混 雑 状 況

花 火 大 会

イ ベ ン ト 時 の 混 雑 状 況

計 画 地 へ の 主 要 ア ク セ ス 路
（ 荒 川 公 園 方 向 ）

熊 谷 駅 南 口 駅 前 広 場

堤 防 沿 い 道 路
（ 荒 川 大 橋 方 向 ）

イ ベ ン ト 時 の 混 雑 状 況

桜 祭 り （ 車 両 通 行 止 め ）
導 線 （ 線 路 上 ） 導 線 （ 線 路 下 ）

事 故 詳 細 : 車 × 車 ( 1 件 )
車 × 歩 ( 1 件 )
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熊谷市荒川かわまちづくり現地視察 ４

【 ご意見 （ 地域課題 ） 】

【 ご意見 （ かわまちづくり ） 】

・ か わ と ま ち と の つ な が り ・ ま ち の 課 題 、
ま ち づ く り の 方 針
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第１回協議会 会場案内図

会場

トイレ→

↑
多目的トイレ

↓

熊
谷
駅
方
面

↑

荒
川
方
面

場所 ：文化センター文化会館 １階 第１練習室
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